
別記様式第６号の２ 

和企上工第 19号  

令和 5年 5月 18日 

（2023年） 

 

 

和歌山市 企業局          

水道工務部 上・工業用水道管理課長 

 

質 問 回 答 書 

 

令和５年５月１６日付けで質問のあったことについて、次のとおり回答します。 

 

年 度     

工事 (業務 )番号      

工 事 ( 業 務 ) 名       

工事 (業務 )場所  

令和５年度 

第２３１９００１０号 

和歌川大橋水管橋点検業務委託 

和歌山市小雑賀地内から塩屋５丁目地内まで 

質 問 事 項 回 答 事 項 

① 左岸側堤防のボックスカルバート内部につい

て近接点検が困難な場合に ファイバースコ

ープを使用した場合は設計変更の対象になる

でしょうか。 

 

② 低水路は浮き桟橋及び足場を使用しての点検

とありますが、浮桟橋及び足場 設置に係る費

用は点検１式に含まれていると考えてよろし

いでしょうか。  

 

③ P1橋脚の洗堀は近接目視が困難かと思われま

すが、ポール等の確認でよろしいでしょうか。 

① 設計変更の対象としません。 

 

 

 

 

② 設計内訳書（工種）の直接経費内に計上し

ています。 

 

 

 

③ 目視及びポール等により橋脚周りの洗堀

状態を確認してください。 

 



別記様式第６号の２ 

和企上工第 20号  

令和 5年 5月 18日 

（2023年） 

 

 

和歌山市 企業局          

水道工務部 上・工業用水道管理課長 

 

質 問 回 答 書 

 

令和５年５月１６日付けで質問のあったことについて、次のとおり回答します。 

 

年 度     

工事 (業務 )番号      

工 事 ( 業 務 ) 名       

工事 (業務 )場所  

令和５年度 

第２３１９００１０号 

和歌川大橋水管橋点検業務委託 

和歌山市小雑賀地内から塩屋５丁目地内まで 

質 問 事 項 回 答 事 項 

特記仕様書3頁 第3章 5点検 

「低水路は浮き桟橋及び足場を使用して、近接し

目視、触診及び打音により部材の状態を評価する」

とありますが、和歌川の水深・水位等の現地条件

を確認した上で、ロープアクセス点検を活用する

ことは可能でしょうか。 

また、P1橋脚（鋼製パイルベント橋脚）について

は、干潮河川に設置されているため没水部及び飛

沫部の腐食条件が厳しいと推測されますが、水中

基部に関してはどの程度の損傷確認をお考えでし

ょうか。 

（例）潜水調査又は、水中ドローン等による損傷

確認を可能な範囲で行う。 

 その場合の費用は、契約変更の対象とする。 

低水路の点検方法については、施工前に担当

者と協議し決定してください。なお、見積りは

浮桟橋及び足場で行ってください。 

水中基部の点検については、浮桟橋から目

視、触診及び打音による損傷確認を考えていま

す。 

 


